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とは 「共同体から切り離された利己的人関J、 「 自然的
現実的人間J であり、 f公民jとは 「政治的共同体の一
員jとしての国家の成員、 「抽象的公民としての道認的


























































































































































































































































































『宮坂哲文著作集1 ・ 2 ・ 3』明治関書、 1968
年。 春田正治、 城丸章夫、 竹内常ーが付記したそれぞ
れの解説を参照。


























年、 pp.51鱒78（以下、 宮坂（1964） と記す）。
8宮坂哲文「『集団主義』の問題点をめぐってJ『教育
第5巻第12号、 1956年12丹、 p.29。
9 エ ヒメ集問教育研究会運営委員会編著 『集団教育へ
の道： その理論と実践J エ ヒメ集団教育研究会運営委





















18 Dewey, J. Individualism Old αnd New, 1但nton, Balch, 
1930. デュウイ著 、 久野収他訳『世界大思想、全集哲
学・文芸思想、篇19』河出書房新社、 1960年。
19 Counts G S., Dare the School Build a New Social Order, 
John Day Company, 1932. p.29. 宮坂（1964）、 p.54o
20 宮坂（1964）、 p.550
21 向上書、 p.56o












pp.18-19 （以下、 窓坂（1963） と記す）。
25 宮坂（1964）、 pp.5ト780 宮坂（1962）、 pp.135」470
26 宮坂（1963）、 p.980
27 宮坂（1962）、 pp.144-1450 宮坂（1963）、 pp.83”840
28 宮坂（1963）、 pp.84・85、 pp.96刷970
29 
30 
31 向上。
pp.139“1410 
p.1410 
32 向上書、 p.1420
33 片岡は、 集団主義教育が自らを全体主義と思想的に
異なるものであると主張しながらも、 全体主義に陥る
可能性を先天的に内包している点を理論と実践の両面
から指摘し、 特に全生研の集団主義教育への批判をま
とめている（片鰐前掲書）。
34 宮坂（1963）、 pp.135-1360
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